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香取市再資源化物回収団体奨励金交付制度について
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１．集団回収の方法

　集団回収を実施するにあたって、大事なことは各家庭で再資源化物の分別を習慣化することです。また、集団回収を効率的に実施するためには、定期的に実施し、参加しやすい環境を整え、多くの方に協力していただくことです。以下のとおり、手順をまとめましたので参考にしてください。

（１）手順

　　★事業の理解を得ること！

　　イ　回収方法や収益金と奨励金の活用方法などを事前に話し合い、理解を深めましょう。

　　ロ　役割分担をすることで負担を分散し、長く続けられるよう計画しましょう。

　　ハ　回収日は「第○土曜日」のように決めて定期的に実施すると覚えやすいようです。

　　★集積場所を決めよう！

　　イ　集積場所は、地域の実情を踏まえ、わかりやすい場所にしましょう。

　　ロ　回収は以下のような方法があります。

①　再資源化物小屋等を設置し、常時受入集積場を設ける

　　　　②　回収日に臨時の集積場を設ける

　　　　③　回収区間を定めルート収集とする

　　★回収業者とよく打ち合わせをしてください！

　　イ　回収日や取扱い品目は業者ごとで異なります事前に確認してください。

　　ロ　道幅が狭いと運搬車両が通れないことがありますので事前に確認してください。

　　ハ　契約書を取り交わすとトラブルが避けられます。

　　★周知はしっかりと！

　　イ　実施日は、回覧等で早めに参加者に知らせましょう。

ロ　アパートの方々にも声掛けをしましょう。リサイクルに境界はありません。（引き渡す再資源化物の量が増えれば収益金も増えます。）

　　★回収日の役割！

　　イ　品目ごとにまとめておくと回収時間が短くなります。

　　ロ　計量には立ち会い、数量を確認してください。

　　★奨励金の交付を受けよう！

　　イ　市奨励金の交付を受けるには、事前に集団回収協力団体に登録してください。

　　ロ　奨励金の対象品目は「紙類」「繊維類（衣類）」「生ビン」です。（これら全てを回収品目とするよう業者と契約する必要はありません。また、これら以外に独自に対象品目を加えていただいても構いません。）

ハ　詳しくは「４．再資源化物回収協力団体登録について」を参照してださい。

（２）回収業者の選び方

　再資源化物回収業者によって、取扱品目、所有車両、営業内容等様々です。信頼のおける業者を選定することが集団回収においては重要となります。また、再資源化物の買取り単価は市場の影響を受けやすく価格変動があります。そのことを理解した上で、お互い信頼関係が築けるような付き合いをしましょう。業者が見つからない場合は、市へお問い合わせください。市内リサイクル共同組合をご紹介します。

　　★選び方のポイント

　　イ　連絡の取りやすい市内業者

　　ロ　正確に計量してくれる業者

　　ハ　土日、祝日も営業している業者

　　二　取扱品目について、責任をもって引き取ってくれる業者

　　ホ　団体に協力的な業者
２．再資源化物回収協力団体登録の説明

（１）はじめに

　団体の登録を事前に行ってください。なお、年度毎に登録が必要です。

対象団体は、町内会、PTA、高齢者クラブ等で組織し、計画的に再資源化物の回収に協力する団体です。まず、第１号様式の登録申書に必要事項を記入し提出してください。（各様式は市ホームページでダウンロードするか、同封の様式を適宜コピーしてご利用ください。）
【記入様式】第１号様式　

〇作成注意点

 ・担当者名　　書類の送付等事務的なやり取りを行うため事業内容を把握している方

・団体人数　　概ね事業に参加している人数

・実施計画書　実施日と取扱い品目がわかるもの

・実施区域図　集積場所を明記してください

・役員名簿　　事業に係る役員の一覧

（２）集団回収を実施したら

　回収業者から仕切り書を受け取った後、第２号様式と第４号様式に必要事項を記入し、申請手続きを行ってください。

【記入様式】第２号様式　

〇作成注意点

・申請者名　　役職も記入（例：会長　香取太郎）

・実施日　　　集団回収を実施した日にちを記入

・重量　　　　紙類・繊維類・生ビンの実績を記入

・本数　　　　ビンの実績を記入

・金額　　　　紙類・繊維類は回収量1kgあたり4円を乗じた額

　　　　　　　生ビンは1本あたり4円を乗じた額

・合計重量　　紙類繊維類の回収量（kg）と生ビンの回収本数を合計した重量を記入

・交付申請額　金額の合計を記入（合計値に4円を乗じた値となる）

・添付書類　　仕切り書のコピーを必ず添付

【記入様式】第４号様式

〇作成注意点

・申請者名　　役職も記入

・日付等　　　未記入としてください

・請求金額　　未記入としてください

・振込先　　　口座名義人は団体名や役職まで漏れなく正確に記入

★エラー例：「香取太郎」で申請したが振込エラー

確認すると「○○自治会会計香取太郎」で口座登録されていたケース

　※振込エラーとなった場合、支払予定日にお支払いできない場合がございます。

（３）奨励金を受け取る

　奨励金は四半期ごとのお支払いとなります。例えば、６月１５日までに申請をいただけば、第１四半期（３月１６日～６月１５日）扱いとなり、７月中に支払となります。

　事前に市から決定通知をお送りいたしますので、内容を確認してください。

	第１四半期
	第２四半期
	第３四半期
	第４四半期
	第１四半期

	3.16～6.15
	6.16～9.15
	9.16～12.15
	12.16～3.15
	3.16～6.15


３．その他

（１）奨励金の対象について

店舗等から常時排出される再資源化物を保管し売却するような場合は、奨励金の対象となりませんのでご注意ください。

必要に応じ聴き取り等にご協力いただくことがあるかもしれませんのでご了承ください。

（２）集積場所の選定について

　集積場所を決めるにあたって以下のような注意点があります。

　イ　既存のごみステーションを集団回収集積場所と定めると計画収集分として回収されてしまうことがあるため集団回収該当品目を計画収集品目から除いてください。

　　　申請は環境安全課で行うことができます。

　　 （例）紙類・衣類・ＰＥＴ→ＰＥＴのみ

ロ　資源物小屋等の常設施設は、鍵を備えるなど資源物抜き取り業者への対策が必要です。

ハ　私有地の場合は、必ず地権者の同意を得てください。

４．　香取市再資源化物回収協力奨励金交付要綱　平成18年３月27日告示第82号
（目的）

第１条　この告示は、町内会、高齢者クラブ、ＰＴＡその他の団体（以下「実施団体」という。）が計画を定め常時又は定期的に行う再資源化物回収活動に対し、奨励金を交付し、もってごみの減量化と再資源化を図ることを目的とする。

（対象物）

第２条　奨励金の対象となる再資源化物は、紙類、繊維類及び生ビンとする。

（実施団体の登録）

第３条　再資源化物回収活動を実施し、奨励金の交付を受けようとする実施団体は、再資源化物回収協力実施団体登録申込書（別記第１号様式）を市長に提出しなければならない。

（登録の有効期限）

第４条　前条に規定する登録の有効期限は、登録のあった日の属する年度の末日とする。

（回収方法）

第５条　実施団体は、再資源化物の回収を行う場合は、再資源化物を取り扱う業者又は市（以下「取扱業者等」という。）と協議した回収日に再資源化物を種類ごとに区分し、責任者が立ち会い、取扱業者等に引き渡すものとする。

（奨励金の額）

第６条　奨励金の額は、実施団体が取扱業者等に引き渡した再資源化物の品目に応じて、別表に定めるところにより算出した額とする。ただし、その額に１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。

（交付の申請）

第７条　奨励金の交付を申請しようとする実施団体は、再資源化物回収協力奨励金交付申請書（別記第２号様式）に再資源化物を取扱業者等に引き渡した際に受けた仕切書の写しを添えて、市長に提出しなければならない。

（交付の決定）

第８条　市長は、前条の規定により申請があったときは、その内容を審査し、適正と認めたときは、再資源化物回収協力奨励金交付決定通知書（別記第３号様式）により当該実施団体に通知するものとする。

（交付の請求）

第９条　前条の規定により通知を受けた実施団体が奨励金の交付を請求しようとするときは、再資源化物回収協力奨励金交付請求書（別記第４号様式）を市長に提出しなければならない。

（交付の方法）

第10条　奨励金の交付は、当該実施団体が利用する金融機関の口座に振り込むことにより行うものとする。

（奨励金の返還）

第11条　市長は、偽りその他不正の手段により奨励金の交付を受けた実施団体があるときは、当該決定を取り消し、その奨励金の全部又は一部をその団体から返還させることができる。

（その他）

第12条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附　則

（施行期日）

１　この告示は、平成18年３月27日から施行する。

（経過措置）

２　この告示の施行の日の前日までに、合併前の佐原市再資源化物回収協力奨励金交付要綱（平成３年佐原市告示第64号）、小見川町再資源化物回収協力助成金交付要綱（平成７年小見川町告示第39号）、山田町再資源化物回収協力補助金交付要綱（平成７年山田町告示第59号）又は栗源町リサイクル活動協力団体奨励金交付要綱（栗源町制定）に基づきなされた手続その他の行為は、それぞれこの告示の相当規定によりなされたものとみなす。

附　則（平成27年３月31日告示第70号）

この告示は、平成27年４月１日から施行する。

附　則（平成28年３月30日告示第88号）

この告示は、平成28年４月１日から施行する。

附　則（令和３年12月17日告示第165号）

この告示は、令和４年１月１日から施行する。

別表

	品目
	奨励金額

	紙類及び繊維類
	１キログラムあたり４円

	生ビン
	１本あたり４円


別記　

第１号様式（第３条） 第２号様式（第７条） 第３号様式（第８条） 第４号様式（第９条）

担当：香取市環境安全課環境班


電話：0478-50-1248


FAX：0478-54-1290


メール：kankyo@city.katori.lg.jp









